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劉
文
典
（
一
八
八
九
~
一
九
五
八
）
は
、
中
華
民
国
期
に
清
華
大
学
教
授
を
つ
と
め
た
考
証
学
者
で
あ
る
︒
主
要
な
研
究
成
果
と
し

て
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
二
三
年
初
版
）
や
『
荘
子
補
正
』（
同
、
一
九
四
七
年
初
版
）
が
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
た
び

た
び
重
版
さ
れ
、
前
者
は
中
華
書
局
新
編
諸
子
集
成
、
後
者
は
同
続
編
に
入
り
、
現
在
も
研
究
の
基
本
書
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
︒

ま
た
、
青
年
期
に
は
留
学
も
含
め
六
、
七
年
間
日
本
に
滞
在
し
た
経
歴
を
持
ち
、
日
本
書
の
翻
訳
も
複
数
手
が
け
て
い
る
︒

研
究
に
お
い
て
も
日
本
に
関
心
を
持
ち
、
一
九
三
六
年
四
月
、
大
阪
の
重
建
懐
徳
堂
へ
西
村
天
囚
旧
蔵
の
楚
辞
百
種
閲
覧
に
訪
れ
た

こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
︒
一
九
三
八
年
擱
筆
と
さ
れ
る
『
荘
子
補
正
』
は
、
高
山
寺
に
伝
わ
る
旧
鈔
本
を
校
勘
の
一
助
と
し
て
参

照
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
日
本
の
旧
鈔
本
を
校
勘
対
象
と
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
︒
管
見
の
限
り
、
日
本
国
内
に
お
い

て
、
劉
文
典
に
関
す
る
論
考
は
少
な
く
、『
荘
子
補
正
』
の
専
論
も
見
当
た
ら
な
い
︒
本
稿
で
は
、
日
中
学
術
交
流
の
観
点
か
ら
、
劉
文

典
の
重
建
懐
徳
堂
訪
問
、
及
び
『
荘
子
補
正
』
中
の
旧
鈔
本
参
照
状
況
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
︒

一
、
劉
文
典
略
歴
（
重
建
懐
徳
堂
訪
問
ま
で
）

劉
文
典
の
原
名
は
文
聡
、
字
は
叔
雅
、
書
斎
名
は
松
雅
斎
、
一
適
斎
、
学
稼
軒
な
ど（

（
（

︒
安
徽
省
合
肥
の
商
人
、
劉
南
田
の
三
男
と
し

て
生
ま
れ
た
︒
幼
い
頃
か
ら
私
塾
で
経
書
を
修
め
、
十
二
、
三
歳
の
頃
、
教
会
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
か
ら
英
語
や
生
物
学
を
学
ん
だ
︒

一
九
〇
三
年
に
上
海
愛
国
学
社
（
蔡
元
培
主
宰
）
へ
入
る
︒
一
九
〇
五
年
二
月
か
ら
安
徽
公
学
（
陳
独
秀
ら
開
設
）
へ
進
み
劉
申
叔
ら

稲　

森　

雅　

子

劉
文
典
に
よ
る
日
中
学
術
交
流

	

―
重
建
懐
徳
堂
訪
問
と
『
荘
子
補
正
』 

―
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の
教
え
を
受
け
て
二
年
後
に
卒
業
︒
そ
の
後
再
び
上
海
へ
出
て
、
教
会
で
英
語
を
学
ん
だ
と
い
う
︒

一
九
〇
八
年
、
劉
文
典
は
日
本
へ
留
学
す
る
︒
早
稲
田
大
学
で
学
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
名
を
記
し
た
資
料
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い（

（
（

︒
こ
の
間
、
章
炳
麟
の
開
い
た
学
林
社（

（
（

へ
通
い
、『
説
文
』
や
『
文
選
』
を
学
び（

（
（

、
哲
学
や
生
物
学
に
も
関
心
を
寄
せ
た
︒
一

九
一
一
年
、
辛
亥
革
命
が
始
ま
る
と
上
海
へ
戻
り
、
民
立
社
編
輯
部
に
入
っ
た
︒

二
度
目
の
来
日
は
、
一
九
一
三
年
九
月
で
、
新
聞
記
者
の
劉
天
民
（
ま
た
は
劉
平
子
）
と
名
乗
っ
た
︒
翌
年
、
中
華
革
命
党
員
と
な

り
、
孫
文
の
英
文
電
報
を
起
草
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
︒
そ
の
傍
ら
、『
青
年
雑
誌
』
な
ど
に
論
説
や
英
文
翻
訳
を
投
稿
し
た（

（
（

︒
一

九
一
六
年
、
袁
世
凱
が
亡
く
な
り
上
海
へ
戻
っ
た
︒

翌
年
九
月
、
陳
独
秀
の
推
薦
に
よ
り
、
北
京
大
学
の
教
員
と
な
る
︒
そ
の
後
、
生
物
学
の
知
識
を
活
か
し
て
、
丘
浅
次
郎
『
進
化
と

人
生
』、
ヘ
ッ
ケ
ル
『
生
命
の
不
可
思
議
』
等
を
翻
訳
、
後
者
は
一
九
二
〇
年
に
商
務
印
書
館
よ
り
出
版
さ
れ
た（

（
（

︒
一
九
二
一
年
六
月
、

『
淮
南
鴻
烈
集
解
』
を
書
き
上
げ
た
が
、
公
刊
の
道
は
険
し
く
、
胡
適
へ
何
度
も
支
援
を
要
請
す
る
な
ど
し
て
、
一
九
二
三
年
十
月
よ
う

や
く
商
務
印
書
館
よ
り
出
版
さ
れ
た
︒
ま
た
、
こ
の
頃
『
荘
子
補
注
』
の
執
筆
を
開
始
し
た
と
い
う
︒

一
九
二
七
年
十
月
、
安
徽
大
学
籌
備
委
員
会
委
員
に
迎
え
ら
れ
、
翌
年
四
月
、
安
徽
大
学
初
代
校
長
に
就
任
し
た
︒
同
年
十
一
月
二

十
八
日
、
蒋
介
石
が
省
都
安
慶
を
訪
れ
て
同
大
学
を
参
観
し
た
際
、
劉
文
典
は
一
行
を
出
迎
え
ず
に
不
興
を
買
っ
た（

（
（

︒
し
か
も
翌
日
の

地
方
幹
部
会
合
で
は
蒋
介
石
と
口
論
し
て
罵
声
を
浴
び
せ
、
そ
の
場
で
拘
束
さ
れ
た
︒
蔡
元
培
、
胡
適
ら
の
尽
力
に
よ
り
十
二
月
五
日
、

無
事
に
保
釈
さ
れ
た
が
、
間
も
な
く
校
長
を
辞
し
た
︒

一
九
二
九
年
二
月
、
羅
家
倫
に
招
か
れ
て
清
華
大
学
国
文
系
教
授
に
就
任
、
北
京
大
学
教
授
も
兼
任
し
て
、
文
や
賦
な
ど
を
講
じ
た
︒

一
九
三
一
年
九
月
の
満
洲
事
変
以
降
、
日
本
の
中
国
侵
攻
に
関
す
る
論
説
や
翻
訳
が
現
れ
る（

（
（

︒
一
九
三
四
年
末
に
『
荘
子
補
正
』
初
稿

が
完
成
、
商
務
印
書
館
の
王
雲
五
へ
原
稿
を
送
っ
た
が
、
出
版
交
渉
は
不
調
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
一
九
三
五
年
二
月
、
最
愛
の

長
男
・
成
章
が
二
十
三
歳
で
病
没
し
た
︒
翌
年
四
月
、
先
述
の
と
お
り
重
建
懐
徳
堂
を
訪
れ
て
約
二
週
間
滞
在
し
た
︒

劉
文
典
に
よ
る
日
中
学
術
交
流
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二
、
一
九
三
四
年
清
華
大
学
旅
行
団
の
重
建
懐
徳
堂
訪
問

劉
文
典
の
重
建
懐
徳
堂
訪
問
よ
り
二
年
前
、
一
九
三
年
四
月
に
同
じ
清
華
大
学
の
外
文
系
教
授
銭
稲
孫
（
一
八
八
七
~
一
九
六
六
）

率
い
る
旅
行
団
一
行
が
こ
こ
を
訪
問
し
て
い
る
（
拙
文
「
清
華
大
学
教
授
銭
稲
孫
の
重
建
懐
徳
堂
訪
問
記
念
写
真
に
つ
い
て
」、『
懐
徳
』

第
九
一
号
、
懐
徳
堂
堂
友
会
、
二
〇
二
三
年
一
月
、
四
八
~
六
四
頁
）︒
銭
稲
孫
は
、
外
交
官
の
父
・
銭
恂
と
中
国
人
モ
性
初
の
海
外
旅

行
記
『
癸
卯
旅
行
記
』
の
著
者
・
単
士
釐
の
長
男
で
あ
る
︒
一
九
〇
〇
年
、
父
の
日
本
赴
任
に
随
っ
て
来
日
、
慶
應
幼
稚
舎
や
東
京
高

等
師
範
学
校
附
属
中
学
な
ど
で
約
七
年
間
学
ん
だ
︒
離
日
後
、
ロ
モ
マ
大
学
に
も
通
っ
た
経
歴
を
持
つ
︒
一
九
二
七
年
よ
り
清
華
大
学

で
日
本
文
学
や
歴
史
、
日
本
語
を
教
え
て
い
た
︒
留
学
中
の
目
加
田
誠
（
一
九
〇
四
~
九
四
）
を
自
宅
に
寄
寓
さ
せ
る
な
ど
日
本
人
留

学
生
を
親
身
に
世
話
し
た（

（
（

が
、
日
中
戦
争
中
に
日
本
設
置
の
文
化
機
関
で
要
職
に
在
っ
た
漢
奸
と
さ
れ
、
文
化
大
革
命
中
に
生
涯
を
終

え
た
︒
翻
訳
に
長
じ
、
ダ
モ
テ
『
神
曲
』（
部
分
）、『
万
葉
集
』
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
を
手
が
け
た
︒

筆
者
が
劉
文
典
に
つ
い
て
調
査
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
銭
稲
孫
を
含
む
集
合
写
真
（
懐
徳
堂
記
念
会
所
蔵
）
で
あ
っ
た
︒
写
真
は
、

劉
文
典
訪
問
時
の
も
の
と
し
て
研
究
書
で
も
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
実
は
銭
稲
孫
引
率
時
の
も
の
で
あ
っ
た
︒
当
時
、
清
華
大
学
で
慣

例
の
修
学
旅
行
の
う
ち
、
一
度
き
り
の
日
本
旅
行
で
、
教
員
三
名
を
含
む
二
十
九
名
が
、
大
阪
の
ほ
か
東
京
、
横
浜
、
日
光
、
京
都
、

奈
良
、
宮
島
を
二
週
間
か
け
て
巡
っ
た
︒
参
加
学
生
は
、
曹
禺
（
劇
作
家
、
本
名
=
万
家
宝
）、
孫
浩
然
（
舞
台
モ
術
家
）、
呉
宗
済
（
言

語
学
者
）、
尤
炳
圻
（
翻
訳
者
）、
張
君
川
（
シ
ェ
モ
ク
ス
ピ
ア
研
究
者
）、
柳
無
垢
（
柳
亜
子
次
モ
）、
兪
国
華
（
台
湾
行
政
院
長
）
な

ど
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
︒『
懐
徳
』
第
十
二
号
（
一
九
三
四
年
十
月
）
に
二
ヶ
所
記
事
が
あ
り（

（1
（

、
四
月
十
九
日
午
前
、
重
建
懐
徳
堂

を
訪
れ
、
楚
辞
百
種（
（1
（

を
閲
覧
、
本
堂
前
で
記
念
撮
影
し
た
と
す
る
︒
写
真
に
は
、
吉
田
鋭
雄
（
一
八
七
九
~
一
九
四
九
、
重
建
懐
徳
堂

教
授
）、
石
濵
純
太
郎
（
一
八
八
八
~
一
九
六
八（
（1
（

）、
濱
一
衛
（
一
九
〇
九
~
八
四
、
の
ち
九
州
大
学
教
授
）
ら
の
姿
も
見
え
る
︒
後
年
、

石
濵
純
太
郎
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
︒

又
或
時
錢
稻
孫
先
生
だ
つ
た
か
が
中
國
學
生
の
修
學
旅
行
員
を
連
れ
て
堂
を
訪
ね
て
、
玄
關
前
に
皆
を
集
め
て
解
說
し
て
い
る
の

を
見
た
︒
修
學
旅
行
の
ス
ケ
モ
モ
モ
ル
に
懷
德
堂
が
は
い
つ
て
い
る
な
ん
か
は
我
國
で
も
あ
る
か
し
ら
ん
︒
そ
れ
が
中
國
學
生
で

あ
る
か
ら
驚
き
も
し
た
が
喜
ん
だ
︒
こ
ん
な
調
子
の
懷
德
堂
は
今
言
う
な
ら
ば
中
國
文
化
セ
モ
モ
モ
で
あ
つ
た
わ
け
だ
︒
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「
懐
徳
堂
を
思
出
し
て
」（『
懐
徳
』
第
二
八
号
、
一
九
五
七
年
十
月
、
一
一
〇
~
一
一
二
頁
）

回
想
談
よ
り
、
修
学
旅
行
の
重
建
懐
徳
堂
訪
問
は
国
内
外
を
問
わ
ず
清
華
大
学
一
行
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
、
団
長
の
銭
稲
孫
が
学
生
に

解
説
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
と
き
旅
行
を
手
配
し
た
日
華
学
会
の
提
案
書
に
重
建
懐
徳
堂
へ
の
訪
問
予
定
は
な
く
、
外
務
省

へ
の
申
請
記
録
に
は
懐
徳
堂
で
は
な
く
「
静
安
学
社
」
と
記
す（

（1
（

︒
従
っ
て
、
清
華
大
学
側
が
訪
問
先
と
し
て
、
こ
こ
に
事
務
所
を
構
え

て
い
た
静
安
学
社
を
指
定
し
た
可
能
性
が
高
い（

（1
（

︒
団
長
の
銭
稲
孫
は
、
図
書
の
受
贈
を
通
じ
て
静
安
学
社
及
び
石
濵
純
太
郎
を
認
知
し

て
い
た
︒
一
九
三
〇
年
元
旦
、
日
中
学
術
交
流
促
進
を
目
指
し
て
自
宅
に
日
本
語
図
書
室
「
泉
寿
東
文
書
庫
（
中
国
名
=
泉
寿
東
文
書

蔵
）」
を
開
設
し
た（

（1
（

︒
満
洲
事
変
に
よ
り
実
質
上
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
に
約
四
百
人
か
ら
四
千
三
百
冊
余
の
寄
贈
を
受
け
、
北
京
随

一
の
日
本
語
図
書
数
を
誇
っ
た
︒
重
建
懐
徳
堂
ゆ
か
り
の
人
物
で
こ
こ
に
寄
贈
し
て
い
た
の
は
、
石
濵
純
太
郎
と
福
田
宏
一
（
一
八
八

五
~
一
九
三
六（
（1
（

）
の
み
で
あ
る
︒
福
田
宏
一
は
、
大
阪
の
寄
贈
窓
口
を
つ
と
め
て
い
た
支
援
者
で
、
石
濵
純
太
郎
と
義
兄
・
藤
澤
黄
坡

が
運
営
す
る
泊
園
同
窓
会
の
会
員
で
も
あ
っ
た
︒
石
濵
純
太
郎
は
『
泊
園
』
と
『
静
安
学
社
報
告
』
を
寄
贈
し
て
い
る
︒
そ
の
他
、
一

九
三
四
年
四
月
以
前
、
銭
稲
孫
及
び
清
華
大
学
関
係
者
と
重
建
懐
徳
堂
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
︒
よ
っ
て
、
銭
稲

孫
が
静
安
学
社
を
指
定
し
た
と
思
わ
れ
る
︒

清
華
大
学
旅
行
団
が
重
建
懐
徳
堂
で
楚
辞
百
種
を
閲
覧
し
た
点
、
後
述
す
る
よ
う
に
劉
文
典
も
訪
問
先
を
「
静
安
学
社
」
と
記
す
点

が
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
劉
文
典
は
こ
の
旅
行
団
員
か
ら
情
報
を
入
手
し
た
可
能
性
が
高
い
︒
管
見
の
限
り
、
銭
稲
孫
を
除
く
教
員
や

参
加
学
生
と
劉
文
典
と
の
交
わ
っ
た
記
述
は
見
当
た
ら
ず
、
情
報
源
は
銭
稲
孫
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
劉
文
典
と
銭
稲
孫
と
は
ど

の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

三
、
清
華
大
学
教
授
劉
文
典
と
銭
稲
孫

劉
文
典
は
清
華
大
学
の
国
文
系
、
銭
稲
孫
は
外
文
系
の
所
属
で
あ
っ
た
が
、
両
者
は
青
年
期
の
日
本
留
学
と
い
う
共
通
点
が
あ
っ
た
︒

劉
文
典
に
は
、
当
時
の
二
人
の
関
係
を
示
す
記
述
が
あ
り
、『
荘
子
補
正
』（
諸
偉
奇
・
劉
平
章
編
、
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
︒

以
下
「
増
訂
本
」
と
略
称
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
︒

劉
文
典
に
よ
る
日
中
学
術
交
流
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（
1 

）「
日
本
併
呑
各
國
之
推
進
機
黑
龍
會
:
在
清
華
大
學
紀
念
周
會
上
的
講
演
」（
第
五
冊
・
一
七
六
~
一
八
一
頁
）

　
　

講
者
自
注
:
︙
︙
吾
校
教
授
錢
稻
孫
先
生
是
一
位
真
正
的
日
本
通
、
藏
書
極
富
、
同
學
要
研
究
日
本
、
最
好
是
請
教
錢
先
生
︒

 

（
拠
『
國
立
清
華
大
學
校
刊
』
第
三
八
〇
号
、
一
九
三
二
年
三
月
十
一
日
）

（
2
）「
日
本
侵
略
中
國
的
發
動
機
」（
第
五
冊
・
一
八
五
~
二
〇
〇
頁
）

　
　

 

我
看
見
錢
稻
孫
家
東
文
書
庫
藏
的
『
玄
洋
社
史
』
上
「
頭
山
滿
活
動
之
目
的
」
一
章
裏
、
説
頭
山
翁
之
目
的
是
在
「
指
導
朝

鮮
和
支
那
」︒
書
上
兩
處
「
指
導
」
二
字
都
是
用
小
紙
片
粘
上
去
的（
（1
（

︒
︙
︙
我
把
這
部
『
玄
洋
社
史
』
送
還
錢
稻
孫
先
生
―

錢
先
生
是
中
國
今
日
唯
一
的
「
日
本
通
」 

―
檢
出
這
頁
給
他
看
、
錢
先
生
也
認
爲
可
疑
、
和
我
在
清
華
大
學
圖
書
館
裏
、
用

温
水
把
這
小
紙
片
潤
濕
、
再
用
小
刀
刮
開
來
一
看
、
果
然
是
「
併
呑
」
兩
個
字
︒

 

（
拠
『
獨
立
評
論
』
第
十
九－

二
〇
号
、
一
九
三
二
年
九
月
）

（
3
）「
日
本
名
物
」（
第
三
冊
「
宣
南
雜
識
」
六
八
一
~
六
八
二
頁
）

　
　

 

往
歳
偶
與
老
友
錢
稻
孫
先
生
話
及
、
先
生
云
、
嘉
靖
間
謂
之
「
急
速
」、
萬
曆
間
謂
之
「
急
須
」、
而
日
本
人
襲
用
萬
曆
時
名

稱
、
謂
之
「
急
須
」︒ 

（
拠
手
稿
、
~
一
九
三
五
年
執
筆（
（1
（

）

（
1
）
で
は
、
銭
稲
孫
は
真
の
日
本
通
で
蔵
書
も
豊
富
な
の
で
、
日
本
に
つ
い
て
研
究
す
る
際
は
教
え
を
請
う
の
が
良
い
と
述
べ
る
︒

（
2
）
は
、
劉
文
典
が
銭
稲
孫
宅
の
「
東
文
書
庫
」、
す
な
わ
ち
泉
寿
東
文
書
庫
架
蔵
の
『
玄
洋
社
史
』
に
訂
正
貼
紙
を
見
つ
け
、
銭
稲

孫
と
一
緒
に
糊
を
外
し
て
、
本
来
の
文
字
を
確
か
め
た
様
子
を
述
べ
る
︒
上
述
の
と
お
り
、
泉
寿
東
文
書
庫
は
満
洲
事
変
以
降
、
公
開

休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
が
、
劉
文
典
は
そ
の
後
も
こ
こ
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒（
3
）
で
は
、
日
本
語
の
「
急
須
」
の

由
来
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
こ
と
を
記
す
︒
こ
れ
ら
の
記
述
よ
り
、
両
者
は
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
、
劉
文
典
が
銭
稲
孫

か
ら
楚
辞
百
種
の
存
在
を
入
手
し
、
関
心
を
深
め
た
可
能
性
は
相
当
に
高
い
だ
ろ
う
︒

四
、
一
九
三
六
年
の
劉
文
典
訪
日
状
況

劉
文
典
は
、
一
九
三
六
年
四
月
、
清
華
大
学
で
勤
続
五
年
以
上
の
教
員
に
付
与
さ
れ
る
休
暇
制
度
を
利
用
し
て
、
単
身
日
本
を
訪
れ

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
三
号

138



た
と
思
わ
れ
る（

（1
（

︒
さ
き
の
銭
稲
孫
一
行
は
、
日
華
学
会
や
外
務
省
に
事
前
連
絡
を
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
機
関
に
資
料
が
残
っ
て
い
る

一
方
、
劉
文
典
訪
日
に
関
す
る
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
︒

唯
一
、『
懐
徳
』
第
十
四
号
に
「
▲
劉
文
典
氏　

北
平
清
華
大
學
敎
授
の
同
氏
は
昭
和
十
一
年
四
月
十
四
日
來
堂
二
十
六
日
ま
で
滯
留

碩
園
文
庫
の
楚
辭
に
就
て
硏
究
し
、
二
十
七
日
歸
國
せ
り
」（「
懐
徳
堂
記
事
」、
懐
徳
堂
記
念
会
、
一
九
三
六
年
十
月
、
八
六
頁
）
と
の

記
録
が
あ
る
︒
こ
の
ほ
か
、
石
濵
純
太
郎
は
後
年
「
吉
田
北
山
先
生
」（
大
阪
こ
と
ば
の
会
編
『
大
阪
辯
』
第
三
輯
、
清
文
堂
書
店
、
一

九
四
九
年
八
月
、
一
三
八
~
一
四
三
頁（
（2
（

）
で
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
︒

　

も
う
い
つ
の
時
だ
つ
た
か
確
か
な
年
月
を
覺
え
て
い
な
い
が
、
中
華
の
學
者
劉
文
典
叔
雅
先
生
が
西
村
天
囚
先
生
の
百
騷
廬
の

遺
書
を
檢
閲
し
よ
う
と
、
遙
々
と
遺
書
の
藏
つ
て
あ
る
と
聞
く
懷
德
堂
を
訪
ね
て
來
た
︒
大
阪
へ
さ
え
來
た
ら
、
有
名
な
學
問
所

だ
か
ら
直
ぐ
分
る
と
思
つ
た
か
、
叔
雅
先
生
は
大
阪
驛
で
下
車
す
る
と
、
交
番
か
警
察
で
聞
い
た
ら
し
い
︒
所
が
中
々
分
ら
な
い

の
で
困
つ
た
と
云
う
︙
︙
然
し
、
ど
こ
で
ど
う
敎
え
て
貰
つ
て
來
た
の
か
、
兎
に
角
叔
雅
先
生
は
懷
德
堂
ま
で
着
い
た
の
だ
か
ら
、

誰
か
知
つ
て
い
た
と
見
え
て
少
し
は
心
强
い
次
第
で
あ
つ
た
︒

石
濵
の
書
き
ぶ
り
か
ら
、
劉
文
典
は
単
身
、
か
つ
事
前
連
絡
な
し
に
重
建
懐
徳
堂
を
訪
ね
て
来
た
よ
う
で
あ
る
︒
驚
き
を
も
っ
て
迎
え

ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
関
係
者
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒

劉
文
典
本
人
に
は
、
帰
国
間
も
な
い
時
期
の
詩
二
首
が
あ
る
︒『
国
風
』
第
八
巻
第
十
二
期
「
詩
録
（
一
）」（
国
風
社
、
一
九
三
六
年

十
二
月
、
二
七
頁
）
に
投
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

　
　
　

靜
安
學
會
諸
儒
英
招
飲
宴
席
上
感
賦　

用
山
谷
韻（
（2
（

讀
騷
作
賦
二
毛
作　
　
　

騒
を
読
み
賦
を
作
す
二
毛
作

又
訪
奇
書
萬
里
行　
　
　

又
奇
書
を
訪
ね
て
万
里
行
く

舟
過
馬
關
魂
欲
斷　
　
　

舟　

馬
関
を
過
ぎ
れ
ば　

魂
断
た
ん
と
欲
し

客
從
神
戸
自
來
迎　
　
　

客　

神
戸
よ
り　

自
ら
来
迎
す

既
知
文
物
原
同
軌　
　
　

既
に
知
る　

文
物　

原
は
軌
を
同
じ
く
す
る
に

何
事
波
濤
總
未
平　
　
　

何
の
事
あ
り
て
か　

波
濤　

総
べ
て
未
だ
平
ら
か
な
ら
ず
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記
取
今
宵
無
限
意　
　
　

今
宵
の
無
限
の
意
を
記
取
し
て

還
期
相
敬
莫
相
輕　
　
　

還
た
期
せ
ん　

相
敬
ひ
て
相
軽
ん
ず
る
莫
き
を

詩
題
よ
り
、
訪
問
先
を
静
安
学
社
と
認
識
し
て
お
り
、
歓
迎
の
宴
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
、
第
四
句
に
は
神
戸
で
下
船
し

て
案
内
人
な
し
に
訪
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
石
濵
純
太
郎
の
記
述
と
符
合
す
る
︒
第
三
・
八
句
か
ら
は
中
国
人
と
し
て
の
毅
然
と
し

た
心
持
ち
が
感
じ
ら
れ
る
︒「
山
谷
」
は
黄
庭
堅
で
、
劉
文
典
は
王
士
禎
『
香
祖
筆
記
』
巻
八
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
︒
康
煕
四
十
一

年
五
月
、
李
斯
義
は
黃
庭
堅
筆
の
詩
「
談
經
草
檄
鬢
華
生
、
初
擁
閩
山
傳
節
行
︒
江
入
桐
廬
靑
欲
斷
、
溪
從
劍
浦
碧
來
迎
︒
茶
雖
戸
種

租
宜
薄
、
鹽
不
家
煎
價
欲
平
︒
要
使
祈
招
歌
德
意
、
君
恩
不
為
遠
人
輕
」
の
御
臨
書
を
下
賜
さ
れ
、
二
年
後
、
詩
題
が
現
実
と
な
り
福

建
へ
転
任
し
た
と
の
逸
話
で（

（2
（

、
詩
題
は
「
送
曹
子
方
福
建
転
運
判
官
二
首　

其
一
」、
作
者
は
晁
補
之
で
あ
る（

（2
（

︒

　
　
　

過
奈
良
弔
晁
衡
幷
序（
（2
（

當
年
唐
史
著
鴻
文　
　
　

当
年　

唐
史　

鴻
文
を
著
し

憐
汝
來
朝
讀
典
墳　
　
　

汝
来
朝
し
て　

典
墳
を
読
む
を
憐
れ
む

渤
國
有
知
應
念
我　
　
　

渤
国　

知
有
ら
ば　

ま
さ
に
我
を
念
う
べ
し

神
州
多
難
倍
思
君　
　
　

神
州　

難
多
け
れ
ば　

倍
（
ま
す
ま
す
）
君
を
思
う

蒼
梧
海
上
沈
明
月　
　
　

蒼
梧
海
上　

明
月
沈
み

嫩
草
山
頭
看
碧
雲　
　
　

嫩
草
山
頭　

碧
雲
を
看
る

太
息
而
今
時
世
異　
　
　

太
息
す　

而
今　

時
世
異
な
り

不
修
政
敎
但
興
軍　
　
　

政
教
を
修
め
ず　

た
だ
軍
を
興
す
を

序
文
に
は
「
民
國
二
十
五
年
春
、
余
訪
書
日
本
京
都
大
阪
間
、
薄
遊
奈
良
、
既
覽
春
日
神
社
大
佛
寺
法
隆
寺
二
月
堂
諸
勝
蹟
」
と
あ

り
、「
晁
衡
」（「
宣
南
雜
識
」、
増
訂
本
第
三
冊
・
六
六
九
~
六
七
〇
頁（
（2
（

）
に
も
「
余
嘗
與
日
友
林
順
二
君（
（2
（

往
遊
︒
値
櫻
花
盛
開
、
風
日

晴
モ
︙
︙
歸
國
後
薄
遊
長
安
、
寫
呈
張
扶
萬
先
生（
（2
（

︒
先
生
熟
精
唐
代
中
、
日
史
事
、
方
作
唐
代
日
本
長
安
交
通
史
、
乃
以
此
詩
收
入
其

中
、
許
爲
千
載
一
遇
之
墨
緣
」
と
あ
り
、
京
都（
（2
（

へ
も
訪
書
に
赴
い
た
こ
と
、
奈
良
を
友
人
と
観
光
し
て
阿
倍
仲
麻
呂
へ
思
い
を
馳
せ
た

こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
︒
詩
か
ら
は
、
当
時
の
日
中
関
係
へ
の
深
い
憂
慮
と
、
日
本
軍
の
中
国
侵
攻
へ
の
憤
り
が
窺
え
る
︒
劉
文
典
は
、
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こ
の
訪
日
中
に
高
山
寺
蔵
『
荘
子
』
旧
鈔
本
（
以
下
「
高
山
寺
本
」
と
略
称
）
の
影
印
本
を
入
手
し
た
可
能
性
が
あ
る
︒

五
、
高
山
寺
蔵
『
荘
子
』
旧
鈔
本
の
あ
ら
ま
し
と
研
究
状
況

早
期
の
旧
鈔
本
影
印
と
し
て
は
、『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
景
印
旧
鈔
本
』
十
集
全
三
十
六
冊
（
一
九
二
二
~
四
二
年
刊
）
が
著
名
で

あ
る（

（2
（

︒
こ
の
頃
、
日
本
国
内
で
は
古
典
籍
の
影
印
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
︒
小
島
秋
峰
「
影
印
本
覆
製
事
業
に
就

て
」（『
玉
屑
』
第
六
冊
、
一
誠
堂
玉
屑
会
、
一
五
~
三
二
頁
）
よ
り
集
計
す
る
と
︻
表
一
︼
の
と
お
り
で
あ
る
︒
一
部
収
録
書
名
を
割

愛
し
た
も
の
も
あ
り
不
完
全
で
あ
る
も
の
の
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
影
印
対
象
は
、
鈔
本
に
限
ら
ず
刊
本
も
含

ま
れ
る
︒
三
百
種
以
上
も
あ
る
が
、
漢
籍
（
朝
鮮
本
、
敦
煌
文
書
、
仏
典
含
む
）
は
一
四
・
四
パ
モ
セ
モ
ト
に
過
ぎ
ず
、
日
本
人
の
書

物
が
大
半
を
占
め
る
︒
営
利
目
的
の
も
の
は
少
な
く
、
二
、
三
百
部
限
定
頒
布
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
写
真
を
用
い
た
コ
ロ
モ
イ

プ
版
、
玻
璃
版
な
ど
で
、
単
色
刷
が
主
で
あ
っ
た
︒

こ
の
よ
う
な
影
印
流
行
に
沿
う
形
で
、
外
務
省
東
方
文

化
事
業
の
一
環
と
し
て
東
方
文
化
叢
書
が
東
方
文
化
学
院

東
京
研
究
所
よ
り
影
印
出
版
さ
れ
た
︒
一
九
三
〇
~
三
七

年
の
間
に
九
種
（『
文
鏡
秘
府
論
』、『
礼
記
正
義
』、『
春
秋

正
義
』、『
荘
子
天
運
篇
知
北
遊
篇
』、『
荘
子
雑
篇
』、『
玉

篇
』、『
唐
過
所
』、『
毛
詩
正
義
』、『
五
臣
注
文
選
』）
が
出

て
い
る
︒

こ
の
う
ち
『
荘
子
雑
篇
』
の
底
本
と
な
っ
た
高
山
寺
本

は
、
日
本
最
古
の
『
荘
子
』
テ
キ
ス
ト
と
言
わ
れ
、
郭
象

注
と
古
訓
点
（
ヲ
コ
ト
点
、
仮
名
、
声
点
）
を
付
す
︒
雑

篇
七
篇
（
甲
巻
=
寓
言
篇
第
二
十
七
、
譲
王
篇
第
二
十
八
、

叢
書
名

編
者
名

総
数

漢
籍
再
掲

扶
桑
珠
宝

佐
々
木
信
綱

39

5

前
田
家
尊
経
閣
叢
刊

育
徳
財
団

21

2

貴
重
図
書
刊
行
刊
会

26

1

古
典
保
存
会
叢
刊

山
田
孝
雄
他

130

9

古
簡
集
影

東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所

4

0

東
方
文
化
叢
書

東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所

5

5

影
旧
鈔
本

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
學

4

4

そ
の
他

110

23

合
計

339

49

【表一】1933年までの影印刊行状況一覧 
（出典＝小島秋峰「影印本覆製事業に就て」）
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説
剣
篇
第
三
十
、
漁
父
篇
第
三
十
一
、
天
下
篇
第
三
十
三
︒
乙
巻
=
庚
桑
楚
篇
第
二
十
三
、
外
物
篇
第
二
十
六
）
か
ら
成
る
︒
い
ず
れ

も
奥
書
に
年
時
や
氏
名
等
の
記
載
は
な
い
が
、
字
体
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
甲
巻
五
巻
は
鎌
倉
初
期
の
書
写
・
加
点
、
乙
巻
二
巻
は
鎌
倉

後
期
書
写
・
南
北
朝
期
の
加
点
と
言
わ
れ
て
い
る
︒
江
戸
初
期
に
高
山
寺
の
経
蔵
へ
入
り
、
現
在
は
重
要
文
化
財
と
し
て
京
都
国
立
博

物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
︒

中
国
で
初
め
て
高
山
寺
本
の
存
在
を
記
し
た
の
は
、
清
末
の
楊
守
敬
『
経
籍
訪
古
志
』
で
、
巻
五
に
十
五
巻
を
蔵
す
る
旨
の
記
述
が

あ
る
︒
明
治
以
降
、
日
本
国
内
で
初
め
て
言
及
し
た
の
は
、
神
田
喜
一
郎
「
旧
書
聞
見
録
（
中
）」（『
考
古
学
雑
誌
』
第
五
巻
第
九
号
、

考
古
学
会
、
一
九
一
五
年
五
月
、
五
七
~
六
一
頁
）
で
あ
ろ
う
︒
本
論
は
『
遊
仙
窟
』
や
『
王
勃
集
』
な
ど
の
旧
鈔
本
約
三
十
種
を
三
回

に
分
け
て
紹
介
し
た
も
の
で
、
高
山
寺
本
に
つ
い
て
は
一
頁
超
の
詳
述
が
あ
る
︒
こ
れ
を
受
け
、
武
内
義
雄
は
「
莊
子
攷
」（『
藝
文
』
第

九
年
第
八
号
、
京
都
文
学
会
、
一
九
一
八
年
八
月
、
一
七
~
三
七
頁
）を
発
表
し
た
︒
武
内
は
、
現
行
本
と
の
異
同
の
実
例
を
挙
げ
、
郭

象
注
以
前
の
姿
を
考
察
す
る
う
え
で
有
益
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
の
後
約
十
年
間
、
学
界
に
大
き
な
動
き
は
な
か
っ
た
︒

一
九
三
〇
年
、
東
方
文
化
叢
書
第
三
と
し
て
高
山
寺
本
の
影
印
が
始
ま
る
︒
一
九
三
〇
年
十
二
月
に
四
巻
（
庚
桑
楚
篇
第
二
十
三
、

外
物
篇
第
二
十
六
、
寓
言
篇
第
二
十
七
、
説
剣
篇
第
三
十
）、
翌
年
五
月
に
三
巻
（
譲
王
篇
第
二
十
八
、
漁
父
篇
第
三
十
一
、
天
下
篇
第

三
十
三
）
が
出
た
︒
各
篇
一
巻
、
巻
子
本
の
形
の
ま
ま
、
紙
背
の
書
込
み

を
も
再
現
し
た
精
巧
な
も
の
で
あ
る
（︻
図
１
︼
参
照
）︒
併
せ
て
狩
野
直

喜
『
旧
鈔
巻
子
本
荘
子
残
巻
校
勘
記
』（
東
方
文
化
学
院
、
一
九
三
二
年
二

月
︒
以
下
「
狩
野
校
勘
記
」
と
略
称
）
も
出
さ
れ
た
︒
本
校
勘
記
は
、
本

格
的
な
研
究
の
端
緒
と
し
て
大
き
な
成
果
物
と
言
え
よ
う
︒
こ
れ
ら
に
呼

応
す
る
か
の
如
く
、
一
九
三
一
年
十
一
月
に
文
部
省
よ
り
京
都
国
立
博
物

館
へ
指
示
が
あ
り
、
丁
寧
な
補
修
が
施
さ
れ
た
︒
但
し
、
さ
き
の
満
洲
事

変
及
び
翌
年
一
月
の
上
海
事
変
に
よ
り
、
一
九
三
一
年
度
刊
行
の
影
印
本

三
冊
と
狩
野
校
勘
記
の
中
国
本
土
へ
の
寄
贈
は
慣
例
通
り
行
わ
れ
な
か
っ

た（
（3
（

︒
東
方
文
化
事
業
部
の
北
京
人
文
科
学
研
究
所
で
す
ら
同
様
の
状
況
だ
っ

【図1】東方文化叢書『荘子雑篇』 
（九州大学附属図書館蔵）筆者撮影
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た
よ
う
だ
︒
一
九
三
八
年
現
在
の
『
北
京
人
文
科
学
研
究
所
蔵
書
目
録
』
に
「
一
組
四
巻
」
と
あ
り
、
一
九
三
〇
年
刊
行
分
と
同
数
が

記
さ
れ
七
巻
揃
っ
て
い
な
い
︒

そ
の
後
の
国
内
に
お
け
る
高
山
寺
本
研
究
は
、
主
と
し
て
典
籍
資
料
調
査
の
一
環
と
し
て
古
訓
点
研
究
の
立
場
か
ら
す
す
め
ら
れ
た
︒

小
林
芳
規
「
高
山
寺
蔵
荘
子
古
訓
点
に
つ
い
て
」（
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
事
業
会
実
行
委
員
『
東
洋
学
論
集
―
池
田
末
利
博
士
古

稀
記
念
』、
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
事
業
会
、
一
九
八
〇
年
、
八
五
一
~
八
七
二
頁
）
は
、
基
礎
的
か
つ
詳
細
な
研
究
で
あ
る
︒
次
い

で
、
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
三
冊
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
二
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
︒
以
下
、「
翻
字
本
」
と
略
称
）

が
出
版
さ
れ
た
︒
本
書
は
影
印
・
翻
字
訓
読
・
訓
読
注
・
補
注
・
索
引
・
解
説
か
ら
成
る
︒
本
稿
は
「
翻
字
本
」
に
拠
る（

（3
（

︒

中
国
で
最
も
早
く
言
及
し
た
の
が
、
一
九
三
八
年
擱
筆
の
劉
文
典
『
荘
子
補
正
』（
初
版
=
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年
六
月
、
十
巻

五
冊
）
で
あ
る
︒
こ
れ
に
次
ぐ
論
文
は
、
王
叔
岷
「
跋
日
本
高
山
寺
旧
鈔
巻
子
本
荘
子
残
巻
」（『
歷
史
語
言
研
究
集
刊
』
第
二
二
本
、

台
湾
国
立
歴
史
研
究
院
、
一
九
五
〇
年
、
一
六
一
~
一
七
〇
頁
）、「
日
本
高
山
寺
旧
鈔
巻
子
本
荘
子
即
成
玄
英
疏
本
試
証
」（『
国
立
台

湾
大
学
文
史
哲
学
報
』
第
四
期
、
一
九
五
二
年
十
二
月
、
六
七
~
七
一
頁
）
で
、
敦
煌
文
書
な
ど
と
の
比
較
検
討
も
あ
る
︒
近
年
は
謝

明
「
論
高
山
寺
『
荘
子
』
鈔
本
的
価
値
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
一
九
年
第
四
期
、
蘭
州
大
学
敦
煌
学
研
究
所
、
二
〇
、
一
一
八
~
一

二
八
頁
）
の
ほ
か
、
学
位
論
文
に
寇
蔻
「
劉
文
典
與
『
荘
子
補
正
』
研
究
」（
華
中
師
範
大
学
碩
士
論
文
、
二
〇
一
四
年
）、
黃
偉
「
劉

文
典
文
獻
學
成
就
研
究
」（
安
徽
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
に
も
言
及
が
あ
る
よ
う
だ
（
二
書
未
見
）︒

六
、『
荘
子
補
正
』
へ
の
高
山
寺
本
参
照
状
況

劉
文
典
は
、『
荘
子
補
正
』
に
お
い
て
高
山
寺
本
を
ど
の
よ
う
に
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
以
下
、
増
訂
本
を
も
と
に
確
認
す
る
︒

劉
文
典
の
考
証
は
、「
○
典
案
」
の
箇
所
で
、「
高
山
寺
古
鈔
本
治
下
有
者
字
」（
漁
父
篇
、
増
訂
本
八
五
二
頁
）
な
ど
、
簡
潔
な
記
述

が
殆
ど
で
あ
る
︒
な
お
、
天
下
篇
巻
末
に
、
先
行
研
究
者
の
狩
野
直
喜
と
武
内
義
雄
に
対
す
る
賛
辞
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
方
文
化
叢
書

を
参
照
し
た
と
見
ら
れ
る
︒
劉
文
典
及
び
狩
野
直
喜
の
高
山
寺
本
へ
の
言
及
状
況
を
整
理
す
る
と
︻
表
二
︼
の
と
お
り
で
あ
る
︒
下
段

の
狩
野
校
勘
記
が
総
数
四
九
二
件
で
あ
る
の
に
対
し
、
上
段
・
劉
文
典
は
八
五
件
で
、
数
量
は
二
割
弱
に
と
ど
ま
る
が
、
狩
野
校
勘
記
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に
記
載
の
な
い
箇
所
へ
の
言
及
（「
劉
独
自
︹
再

掲
︺」）
は
十
二
件
あ
る
︒

上
述
の
と
お
り
『
荘
子
補
正
』
初
稿
が
一
九

三
四
年
末
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
れ

ば
、
影
印
本
及
び
狩
野
校
勘
記
は
、
新
資
料
と

し
て
追
加
補
助
的
に
利
用
し
た
の
だ
ろ
う
︒
狩

野
校
勘
記
を
参
照
し
た
証
で
は
あ
る
が
、
狩
野

が
誤
記
し
た
と
思
し
き
箇
所
は
、
劉
文
典
も
同

様
に
記
す
︒
庚
桑
楚
篇
「
越
雞
不
能
伏
鵠
卵
︙

雞
之
與
雛
」（
訓
点
本
四
五
行
、
以
下
同
）
に
つ

い
て
、
狩
野
は
「
宋
本
以
下
越
雛
作
越
雞
、
雛

之
與
雞
作
雞
之
與
雛
︒
鈔
本
分
別
雛
鶏
、
其
義

始
晰
︒
又
化
宋
本
以
下
作
伏
」（
訓
点
は
筆
者
以

下
同
、
四
丁
ａ
）
と
し
、
劉
文
典
は
「
高
山
寺

古
鈔
本
越
雞
作
越
雛
、
雞
之
與
雞
作
雛
之
與
雛
」
と
記
し
、「
雞
」
を「
雛
」
と
作
る
と
の
指
摘
は
一
致
す
る
︒
し
か
し
、
翻
字
本
は「
𪁰
」

（「
雉
」
の
異
体
字
）
と
判
読
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
（︻
図
二
︼
参
照
）︒
ま
た
、
譲
王
篇
「
時
祀
盡
敬
而
不
祈
喜
」（
二

〇
二
行
）
の
「
喜
」
を
狩
野
（
三
六
丁
ｂ
）
も
劉
文
典
も
「
熹
」
と
判
読
し
た
が
、
訓
読
本
は
「
憙
」（
右
傍
記
「
サ
イ
ワ
ヒ
」）
と
記
す
︒

【表二】劉文典『荘子補正』及び狩野直喜『旧鈔
巻子本荘子残巻校勘記』言及数一覧

『
荘
子
補
正
』

『
舊
鈔
卷
子
本
莊
子

残
卷
校
勘
記
』

篇
題
本
文

注

計

劉
独
自
（
再
掲
）

本
文

注

計

篇
題
本
文

注

計

第
二
十
三
庚
桑

1

10

2

13

1

2

3

1

70

36

107

第
二
十
六
外
物

0

4

0

4

2

0

2

1

43

18

62

第
二
十
七
寓
言

0

4

1

5

0

0

0

0

36

19

55

第
二
十
八
譲
王

0

16

3

19

0

0

0

0

87

11

98

第
三
十
説
剣

0

5

0

5

0

0

0

1

30

0

31

第
三
十
一
漁
父

0

18

0

18

1

0

1

0

35

1

36

第
三
十
三
天
下

0

11

10

21

4

2

6

0

70

33

103

計

1

68

16

85

8

4

12

3

371

118

492

【
図
二
】
東
方
文
化
叢
書
『
荘
子
雑
篇
』
庚
桑
楚
篇
四
五
行
（
九
州
大
学
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
筆
者
撮
影
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他
方
、
訓
点
の
判
読
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
基
本
的
に
狩
野
校
勘
記
に
従
っ
て
い
る
が
、
見
落
と
し
も
あ
る
︒
天
下
篇
「
輪
不
蹍

（
於
）
地
」（
二
三
六
行
）
に
狩
野
が
「
各
本
無
於
字
」
と
の
み
記
す
（
五
六
丁
ａ
）
の
に
対
し
、
劉
文
典
は
「
高
山
寺
古
鈔
本
作
輪
行

不
蹍
於
地
」
と
記
す
︒「
行
」
字
に
見
せ
消
ち
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
ま
た
、
同
篇
「
曰
請
欲
固
置
」（
一
一
八

行
）
に
狩
野
校
勘
記
は
言
及
し
な
い
が
、「
曰
」
を
「
日
」
と
す
べ
き
と
し
て
「
高
山
寺
古
鈔
本
亦
正
作
日
」
と
記
す
︒
し
か
し
、
右
傍

に
「
イ
」
と
あ
り
、「
曰
」
字
が
適
当
だ
ろ
う
︒

旧
鈔
本
は
、
宋
本
よ
り
原
型
を
残
す
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
独
特
の
訓
点
が
含
ま
れ
、
難
解
な
事
項
も
多
い（

（3
（

︒
し
か
し
、
劉
文
典

は
、
出
版
間
も
な
い
高
山
寺
本
影
印
及
び
狩
野
校
勘
記
を
考
証
に
用
い
た
︒
こ
の
点
に
お
い
て
、『
荘
子
補
正
』
は
最
先
端
の
研
究
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
︒

七
、『
荘
子
補
正
』
に
対
す
る
王
叔
岷
の
批
評

『
荘
子
補
正
』
に
は
ど
の
よ
う
な
反
響
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
本
書
に
約
三
ヶ
月
遅
れ
て
王
叔
岷
『
荘
子
校
釈
』
国
立
中
央
研
究
院

歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
二
十
六
（
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年
十
一
月
）
が
出
版
さ
れ
、
こ
こ
に
早
速
批
評
が
見
ら
れ
る
︒
王
叔
岷

（
一
九
一
四
~
二
〇
〇
八
）
は
、
字
慕
廬
、
台
湾
を
代
表
す
る
校
勘
学
者
の
一
人
で
あ
る
︒
四
川
大
学
か
ら
北
京
大
学
大
学
院
へ
進
ん
で

傅
斯
年
（
一
八
九
六
~
一
九
五
〇
）
ら
に
学
び
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
に
入
っ
た
︒
一
九
四
八
年
、
傅
斯
年
に
従
っ
て
台
湾

へ
渡
り
、
台
湾
大
学
教
授
を
つ
と
め
た
︒

王
叔
岷
の
批
評
は
付
録
の
「
評
劉
文
典
荘
子
補
正
」（
一
九
四
五
年
初
夏
脱
稿
、
手
稿
影
印
）
で
、
劉
文
典
の
誤
り
を
厳
格
に
訂
正
し

て
い
る
︒
冒
頭
で
、
劉
文
典
よ
り
「
旧
稿
荘
子
補
正
」
が
届
き
、
大
喜
び
し
て
目
を
通
す
と
「
譌
誤
層
出
」「
疑
義
︙
未
發
正
者
尚
多
」

で
あ
っ
た
た
め
、
や
む
に
や
ま
れ
ず
「
評
劉
文
典
荘
子
補
正
」
を
執
筆
し
た
と
記
す
︒
本
書
の
も
う
一
つ
の
付
録
が
「
荘
子
校
釈
補
遺
」

で
、
こ
ち
ら
は
高
山
寺
本
と
狩
野
校
勘
本
に
関
す
る
考
証
で
あ
る
︒
後
年
の
回
想
で
は
、
狩
野
校
勘
本
に
も
疏
漏
が
多
い
こ
と
か
ら
、

急
遽
「
荘
子
校
釈
補
遺
」
を
執
筆
し
た
、
と
す
る（

（3
（

︒『
荘
子
校
釈
』
本
論
の
執
筆
時
、
王
叔
岷
の
所
属
す
る
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究

所
に
は
、
高
山
寺
本
の
う
ち
一
九
三
〇
年
度
刊
行
の
四
巻
し
か
な
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
戦
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
傅
斯
年
か
ら
北
京

劉
文
典
に
よ
る
日
中
学
術
交
流

145



大
学
所
蔵
の
影
印
全
七
巻
が
届
い
た
と
い
う
︒
傅
斯
年
は
、
一
九
四
五
~
四
六
年
に
北
京
大
学
代
理
校
長
を
つ
と
め
て
お
り
、
こ
の
間

に
王
叔
岷
へ
届
け
、
王
叔
岷
は
こ
れ
を
受
け
て
急
ぎ
こ
の
二
文
を
執
筆
し
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

王
叔
岷
は
、
上
述
の
と
お
り
一
九
五
〇
年
に
「
跋
日
本
高
山
寺
旧
鈔
巻
子
本
荘
子
残
巻
」、
一
九
五
二
年
に
「
日
本
高
山
寺
旧
鈔
巻
子

本
荘
子
即
成
玄
英
疏
本
試
証
」
を
発
表
す
る
︒
す
な
わ
ち
、
王
叔
岷
の
高
山
寺
本
研
究
は
、
む
し
ろ
『
荘
子
校
釈
』
出
版
以
降
に
本
格

化
し
た
よ
う
に
す
ら
見
え
る
︒
劉
文
典
が
高
山
寺
本
全
巻
と
狩
野
校
勘
本
を
自
在
に
参
照
し
『
荘
子
補
正
』
で
言
及
し
た
の
に
対
し
、

王
叔
岷
は
『
荘
子
校
釈
』
執
筆
時
、
高
山
寺
本
を
十
分
確
認
で
き
ず
に
終
わ
っ
た
︒
そ
の
不
足
を
補
う
意
図
も
あ
っ
て
先
掲
の
論
文
を

執
筆
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
︒
後
年
、
王
叔
岷
の
『
史
記
』
鈔
本
に
対
す
る
研
究
心
を
熱
く
し
た
の
は
、『
荘
子
補
正
』
と
狩
野
校
勘

本
の
存
在
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
こ
の
点
に
お
い
て
、
劉
文
典
と
王
叔
岷
に
よ
る
荘
子
研
究
は
、
高
山
寺
本
影
印
本
の
活
用
事

例
で
あ
り
、
東
方
文
化
事
業
に
お
け
る
日
中
学
術
交
流
の
成
果
物
の
一
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
︒

お
わ
り
に

一
九
三
七
年
七
月
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
劉
文
典
の
自
宅
に
も
繰
り
返
し
日
本
人
が
捜
索
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
翌
年
五

月
下
旬
、
劉
文
典
は
北
京
を
単
身
脱
出
し
て
西
南
連
合
大
学
の
あ
る
昆
明
へ
逃
れ
、
こ
こ
で
『
文
選
』
や
『
荘
子
』
を
講
じ
た
︒
一
九

四
三
年
十
一
月
、
か
ね
て
招
請
を
受
け
て
い
た
雲
南
大
学
へ
移
り
、
文
学
に
加
え
校
勘
学
な
ど
も
担
当
し
た
︒
そ
し
て
、
こ
の
地
で
日

本
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
知
る
が
、
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
こ
こ
で
講
義
を
続
け
た
︒

一
九
四
一
年
末
、
香
港
が
陥
落
し
た
際
、
劉
文
典
に
大
き
な
不
幸
が
襲
っ
て
い
た
︒
北
京
脱
出
時
に
香
港
大
学
へ
留
め
置
い
た
蔵
書

が
、
同
大
学
蔵
書
と
共
に
接
収
さ
れ
、
東
京
上
野
の
帝
国
図
書
館
へ
移
送
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
一
九
四
七
年
十
一
月
、
劉
文
典
は
、
雲

南
大
学
総
務
処
へ
蔵
書
返
還
を
申
し
出
、
大
学
は
民
国
教
育
部
へ
上
申
、
日
本
側
も
ほ
ど
な
く
返
送
し
た
︒
し
か
し
、
国
共
内
戦
の
影

響
を
受
け
、
台
湾
へ
移
送
さ
れ
て
し
ま
い
、
今
も
台
湾
科
技
大
学
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る（

（3
（

︒
残
念
な
が
ら
そ
の
後
の
研
究
に
、
訪
日
成
果

を
示
す
顕
著
な
業
績
は
見
当
た
ら
な
い
一
因
も
こ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
︒

中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
も
劉
文
典
は
昆
明
に
留
ま
っ
て
雲
南
省
政
府
顧
問
に
就
任
、
大
学
教
育
に
携
わ
り
続
け
た
︒
晩
年
は
『
杜
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甫
年
譜
』
の
執
筆
に
取
り
組
み
、
一
九
五
八
年
七
月
、
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
を
閉
じ
た
︒『
杜
甫
年
譜
』
遺
稿
は
、
二
〇
一
三
年
に
雲
南

人
民
出
版
社
よ
り
公
刊
さ
れ
た
︒

清
華
大
学
旅
行
団
の
情
報
を
も
と
に
、
劉
文
典
は
、
楚
辞
百
種
調
査
の
た
め
、
一
九
三
六
年
四
月
、
重
建
懐
徳
堂
を
単
身
か
つ
突
然

訪
れ
、
関
係
者
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
︒
研
究
に
そ
の
成
果
が
直
接
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
劉
文
典
に
と
っ
て
も
最
後
の
日
本

訪
問
と
な
っ
た
︒
ま
た
、『
荘
子
補
正
』
に
は
旧
鈔
本
で
あ
る
高
山
寺
本
の
影
印
と
狩
野
校
勘
記
を
い
ち
は
や
く
活
用
し
た
︒
古
訓
点
の

判
読
は
難
易
度
が
高
く
、
精
度
に
も
限
界
が
あ
っ
た
が
、
新
資
料
へ
の
挑
戦
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
王
叔
岷

に
よ
り
更
な
る
研
究
が
進
め
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

注

（
1
）   

劉
文
典
の
経
歴
は
、
章
玉
政
編
『
劉
文
典
年
譜
』（
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
︒

（
2
）   

管
見
の
限
り
、
留
学
生
名
簿
（
卒
業
者
名
の
み
を
記
す
も
の
が
多
い
）
に
劉
文
典
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
︒
ど
こ
か
の
学
部
に
入
学
し

た
も
の
の
卒
業
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
ア
モ
ア
歴
史
史
料
セ
モ
モ
モ「
６
.
印
度
及
清
国
留
学
生
ニ
関
ス
ル
調
査
／
分
割
１
・
２
」

在
本
邦
各
国
留
学
生
関
係
雑
件
／
支
那
留
学
生
ノ
部　

第
一
巻
」（R

ef.B12081646400

及
びR

ef.B12081646500

）、
蔭
山
雅
博
「
弘

（
宏
）
文
学
院
に
お
け
る
中
国
人
留
学
生
教
育
に
つ
い
て
（
二
）」（『
呴
沫
集
』
五
、
学
習
院
大
学
史
学
会
、
一
九
八
七
年
三
月
、
一
一
六

~
一
八
九
頁
）
ほ
か
参
照
︒

（
3
）   

所
在
地
は
、
小
石
川
区
小
日
向
台
町
一
丁
目
（
現
在
の
文
京
区
小
日
向
二
~
三
丁
目
付
近
）︒

（
4
）   

門
下
生
に
魯
迅
・
周
作
人
兄
弟
、
銭
玄
同
、
許
寿
裳
ら
も
い
る
が
、
魯
迅
兄
弟
と
の
邂
逅
は
な
か
っ
た
︒
劉
文
典
「
回
憶
魯
迅
」（
前

掲
『
劉
文
典
年
譜
』
一
九
頁
）︒

（
5
）  

イ
ギ
リ
ス
の
生
物
学
者
ト
マ
ス
・
ヘ
モ
リ
モ
・
ハ
ク
ス
リ
モ
（Thom

as H
enry H

uxley

）『Lay Serm
ons

（
信
徒
へ
の
説
教
）』
の
一
節

「O
n the advisableness of im

proving natural know
ledge

（
中
国
語
題
=
近
世
思
想
中
之
科
学
精
神
）」
翻
訳
（『
青
年
雑
誌
』
第
一
巻
第

三
号
、
群
益
書
社
、
一
九
一
五
十
一
月
）、「
叔
本
華
自
我
意
思
説
」（
同
上
第
一
号
第
四
巻
、
同
年
十
二
月
）
な
ど
︒
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（
6
）   

丘
浅
次
郎
（
一
八
六
八
~
一
九
四
四
）
は
、
当
時
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
︒『
進
化
と
人
生
』
は
一
九
〇
六
年
に
東
京
開
成
館
よ
り

出
版
、
講
談
社
学
術
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
ヘ
ッ
ケ
ル
（Ernst H

aeckel

、
一
八
三
四
~
一
九
一
九
）
は
、
ド
イ
ツ
の
動
物
学
者
、『
生

命
之
不
可
思
議
』
の
原
題
は
“Die Lebensw

under

”、
日
本
語
版
『
生
命
の
不
可
思
議
』（
大
日
本
文
明
協
会
、
一
九
一
四
~
一
五
年
）
が

あ
る
︒
こ
の
ほ
か
の
訳
本
に
、
ヘ
ッ
ケ
ル
『
宇
宙
之
謎
』 （
原
題
“Welträtsel

”︒
日
本
語
訳
本
『
宇
宙
の
謎
』
は
有
朋
館
、
一
九
〇
六
年
）、

丘
浅
次
郎
『
進
化
論
講
話
』（
開
成
館
、
一
九
〇
四
年
）
が
あ
る
︒

（
7
）   

直
前
に
起
き
た
安
徽
大
学
学
生
暴
動
事
件
が
背
景
に
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
︒
省
立
第
一
モ
子
中
学
同
校
十
六
周
年
記
念
演
劇
公
演
を
参

観
し
よ
う
と
し
た
男
子
学
生
が
入
場
を
断
ら
れ
た
た
め
暴
動
と
な
り
、
学
生
が
拘
束
さ
れ
た
︒
劉
文
典
は
、
公
式
に
謝
罪
し
賠
償
を
約
束

し
て
い
た
︒
劉
文
典
拘
束
ま
で
の
経
緯
に
は
流
言
も
含
め
諸
説
あ
り
判
然
と
し
な
い
︒

（
8
）  

論
述
は
「
日
本
併
呑
各
國
之
推
進
機
黑
龍
會
―
在
清
華
大
學
紀
念
周
會
上
的
講
演
」（『
國
立
清
華
大
學
校
刊
』
第
三
八
〇
号
、
一
九

三
二
年
三
月
十
一
日
）、「
日
本
侵
略
中
國
的
發
動
機
」『
獨
立
評
論
』
第
十
九
、
二
〇
号
、
一
九
三
二
年
九
月
）
な
ど
︒
翻
訳
は
『
日
軍
陸

軍
大
臣
荒
木
告
全
日
本
國
民
』（
大
公
報
館
、
一
九
三
三
年
五
月
︒
荒
木
貞
夫
述
『
全
日
本
国
民
に
告
ぐ
』、
大
道
書
院
、
同
年
二
月
）、
諸

偉
奇
・
劉
平
章
主
編
『
劉
文
典
全
集
』
第
五
冊
（
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）︒

（
9
）   

九
州
大
学
中
国
文
学
会
編
『
目
加
田
誠
「
北
平
日
記
」 

―
一
九
三
〇
年
代
北
京
の
学
術
交
流
』（
中
国
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
︒

一
九
三
四
年
十
一
月
十
一
日
よ
り
帰
国
ま
で
の
間
、
銭
稲
孫
宅
に
寄
寓
し
た
︒

（
10
）   

記
事
全
文
は
以
下
の
と
お
り
︒
①
「
▲
北
平
清
華
大
學
學
生　

中
華
民
國
北
平
清
華
大
學
々
生
三
十
名
は
特
に
本
堂
所
藏
の
楚
辭
百
種 

閲
覽
の
た
め
四
月
十
九
日
午
前
十
時
半
錢
稻
孫
敎
授
に
引
率
さ
れ
來
堂
、
大
講
堂
に
於
て
閲
覽
の
後
記
念
撮
影
を
な
し
正
午
辭
去
せ
り
」

（
懷
德
堂
記
事
、
四
八
頁
）、
②
「
▲
四
月
十
九
日　

清
華
大
學
々
生
來
堂　

北
平
、
清
華
大
學
の
錢
稻
孫
先
生
引
率
の
下
に
男
モ
學
生
三

四
十
名
、
本
堂
參
觀
に
來
る
︒
玄
關
に
て
記
念
撮
影
後
、
講
堂
に
陳
列
の
楚
辭
百
種
を
觀
て
、
正
午
す
ぎ
、
挨
拶
を
交
し
な
が
ら
去
る
」

（
本
會
記
事
︒
五
一
頁
）︒

（
11
）   

楚
辞
百
種
は
懐
徳
堂
復
興
の
主
導
者
西
村
天
囚
が
蒐
集
し
た
楚
辞
関
連
書
の
総
称
で
重
要
コ
レ
ク
シ
ョ
モ
の
一
つ
︒
町
田
三
郎
「
天
囚

西
村
時
彦
覚
書
」（『
哲
学
年
報
』
第
四
二
号
、
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
八
三
年
、
二
七
~
五
七
頁
）
参
照
︒

（
12
）   

石
濵
純
太
郎
は
、
大
阪
堂
島
の
製
薬
業
者
豊
蔵
の
長
男
︒
十
歳
か
ら
漢
学
塾
泊
園
書
院
の
藤
澤
南
岳
に
学
び
、
東
京
帝
国
大
学
支
那
文
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学
科
を
卒
業
︒
義
兄
藤
澤
黄
坡
と
と
も
に
泊
園
書
院
を
運
営
す
る
傍
ら
内
藤
湖
南
（
京
都
帝
国
大
学
教
授
・
東
洋
史
）
に
師
事
︒
新
設
の

大
阪
外
国
語
学
校
に
学
び
、
一
九
二
七
年 

静
安
学
社
を
創
設
、
幹
事
と
な
る
（
~
一
九
三
六
年
六
月
）︒
著
書
に
『
支
那
学
論
攷
』、『
浪

華
儒
林
伝
』
等
が
あ
る
︒
蔵
書
等
は
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
︒
関
西
大
学
名
誉
教
授
︒

（
13
）  
「
国
立
清
華
大
学
赴
日
観
察
旅
行
日
程
表　

九
年
三
月
十
六
日
調
製
」（
劉
建
輝
編
『
日
華
学
会
高
橋
君
平
文
書
資
料
』
Ⅲ
、
国
際
文
化

研
究
セ
モ
モ
モ
、
二
〇
一
五
年
、
五
五
~
六
〇
頁
）
に
は
、
宝
塚
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
大
阪
城
と
の
み
記
す
︒
ア

モ
ア
歴
史
史
料
セ
モ
モ
モ
「
満
支
人
本
邦
視
察
旅
行
関
係
雑
件
／
補
助
実
施
関
係 

第
十
四
巻 

10
.
北
平
清
華
大
学
教
授 

銭
稲
孫
及
劉
崇

鑛  

昭
和
九
年
三
月
三
一
日
」 （R

ef.B05015760100

）
内
の
旅
程
表
は
い
ず
れ
も
「
静
安
学
社
」
と
あ
り
、
重
建
懐
徳
堂
は
な
い
︒
な
お
、

劉
崇
「
鋐
」
が
正
し
い
︒

（
14
）   

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
の
西
村
天
囚
旧
蔵
書
に
銭
学
嘉
『
韻
目
表
』
が
あ
り
、
表
紙
裏
に
「
銭
念
劬
之
贈
」
と
記
す
︒「
学

嘉
」・「
念
劬
」
は
銭
恂
（
銭
稲
孫
の
父
）
の
別
称
で
、
銭
稲
孫
が
父
親
と
懐
徳
堂
の
縁
を
認
知
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
︒

（
15
）   

拙
著
『
開
戦
前
夜
の
日
中
学
術
交
流
―
民
国
北
京
の
大
学
人
と
日
本
人
留
学
生
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
）
第
六
章
「
銭

稲
孫
の
私
設
日
本
語
図
書
室
『
泉
寿
東
文
書
庫
』」
参
照
︒

（
16
）   

泊
園
同
窓
会
会
員
、
斯
文
会
会
員
︒
大
阪
福
島
の
漢
方
医
の
家
系
︒
青
年
期
に
中
国
を
遊
歴
、
帰
国
後
は
飲
食
店
経
営
︒
中
国
各
地
の

名
刹
へ
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
寄
贈
を
企
画
す
る
な
ど
日
中
交
流
に
尽
力
、
日
中
に
幅
広
い
人
脈
を
持
つ
︒
新
聞
『
泊
園
』
第
二
五
号
「
泊

園
異
聞
」（
一
九
三
七
年
一
月
、
四
頁
）
に
追
悼
文
あ
り
︒

（
17
）   

正
し
い
書
名
は
『
玄
洋
社
社
史
』（
玄
洋
社
々
史
編
纂
会
、
一
九
一
七
年
）、
七
〇
二
~
七
〇
三
頁
︒『
字
紙
簍
』
に
寄
贈
記
録
な
し
︒

（
18
）   

増
訂
本
第
三
冊
・
六
七
五
頁
、
章
玉
政
『
劉
文
典
年
譜
』（
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
の
一
九
三
五
年
の
項
（
二
〇
六
~
二

一
九
頁
）
ほ
か
参
照
︒「
宣
南
雑
雜
識
」
は
一
九
二
〇
~
三
〇
代
前
半
の
随
筆
十
七
篇
及
び
残
文
一
篇
か
ら
成
る
︒
未
公
刊
︒

（
19
）   「
歷
届
休
暇
放
洋
教
員
一
覧
」（『
清
華
同
學
錄
』、
國
立
清
華
大
學
校
長
辨
公
處
、
一
九
三
七
年
四
月
、
附
録
Ⅳ
）
の
民
國
廿
四
年
度

（
一
九
三
五
）
の
項
に
劉
文
典
、
銭
稲
孫
ら
十
七
名
の
名
が
あ
る
︒
銭
稲
孫
は
、
包
豊
保
夫
人
を
伴
い
一
九
三
五
年
七
月
よ
り
約
一
年
間
、

東
京
千
駄
木
な
ど
に
滞
在
︒
夫
妻
の
写
真
が
『
藝
文
雑
誌
』
第
二
巻
第
一
期
（
一
九
四
四
年
年
一
月
）
に
あ
る
︒

（
20
）   『
懐
徳
』
第
四
四
号
（
一
九
七
四
年
十
月
）
に
再
録
︒
こ
の
ほ
か
、
武
内
義
雄
は
「（
西
村
天
囚
）
先
生
の
歿
後
、
中
國
の
學
者
、
劉
文

劉
文
典
に
よ
る
日
中
学
術
交
流
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典
君
が
先
生
收
藏
楚
辭
を
み
ん
と
て
遙
々
大
阪
に
來
ら
れ
た
と
い
ふ
一
事
を
以
て
し
て
も
先
生
の
楚
辭
百
種
が
い
か
に
貴
い
も
の
で
あ
る

か
が
想
像
さ
れ
よ
う
」（「
解
題
」、
西
村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』
朝
日
文
庫
十
二
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
一
年
、
二
七
六
頁
）
と
記
し
た
︒

（
21
）   
増
訂
本
の
詩
題
は
「
静
安
學
會
諸
儒
英
招
飲
宴
席
上
感
賦
」（
第
五
冊
六
頁
）、
初
版
『
劉
文
典
全
集
』（
安
徽
大
学
出
版
社
・
雲
南
大

学
出
版
社
、 

一
九
九
九
年
）
は
無
題
︒
一
句
目
「
二
毛
作
」、
増
訂
本
作
「
鬢
華
生
」︒
六
句
目
「
波
濤
」、
増
訂
本
作
「
風
波
」︒
六
句
目

「
未
」、
増
訂
本
作
「
不
」︒
八
句
目
「
還
期
」、
増
訂
本
作
「
長
期
」︒

（
22
）  

原
文
は
「
康
煕
四
十
一
年
五
月
、
于
保
和
殿
頒
賜
御
書
、
大
理
少
卿
臣
斯
義
得
臨
黃
庭
堅
書
一
幅
其
詩
云
『（
詩
本
文
）』︒
四
十
三
年
十

一
月
、
李
以
副
都
御
史
遷
福
建
巡
撫
前
詩
竟
為
之
讖
云
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
一
六
四
~
一
六
五
頁
）︒

（
23
）   

晁
補
之
『
鶏
肋
集
』
巻
十
六
（『
四
部
叢
刊
初
編
』
集
部
、﹇
商
務
印
書
館
﹈）︒
同
一
詩
句
は
『
全
宋
詩
』
巻
一
三
一
五
、
程
邁
「
送
友

福
建
転
運
判
官
」
に
も
あ
る
（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
四
九
三
一
頁
）︒

（
24
）   

増
訂
本
の
詩
題
は
「
過
奈
良
弔
晁
衡　

用
温
飛
卿
過
陳
琳
墓
詩
韻
」
で
詩
本
文
の
み
を
記
す
（
第
五
冊
五
頁
）︒
七
句
目
「
時
世
」、
増

訂
本
作
「
時
事
」︒ 

（
25
）   「
学
稼
軒
随
筆　

晁
衡
」（『
雲
南
日
報
』
一
九
四
三
年
一
月
三
十
日
、
拠
『
劉
文
典
年
譜
』
二
一
九
~
二
二
〇
頁
）
に
も
類
似
文
が
あ

り
、
詩
本
文
は
「
過
奈
良
弔
晁
衡
幷
序
」
と
同
一
︒
張
鵬
一
編
『
唐
代
日
人
来
往
長
安
考
』「
十
三　

玄
宗
朝
之
四
」（
秦
風
周
報
社
、
一

九
三
七
年
三
月
、
二
三
頁
）
に
同
詩
が
見
え
る
（
一
部
文
字
異
同
あ
り
）︒

（
26
）   

林
順
二
は
未
詳
︒
同
姓
同
名
の
陸
軍
大
佐
は
、
一
八
九
四
年
山
口
県
生
、
一
九
三
七
年
陸
軍
大
学
校
専
科
卒
︒
外
山
操
『
陸
海
軍
将
官

人
事
総
覧
（
陸
軍
篇
）』（
芙
蓉
書
房
、
一
九
八
一
年
）
ほ
か
参
照
︒

（
27
）   

張
鵬
一
（
一
八
六
七
~
一
九
四
三
）
は
字
扶
万
、
陝
西
省
富
平
生
ま
れ
︒
康
有
為
の
門
下
生
︒
晩
年
、
陝
西
省
考
古
委
員
会
委
員
長
と

し
て
西
安
碑
林
の
保
全
に
尽
力
し
た
︒
編
著
に
『
太
史
公
年
譜
』、『
晋
令
輯
存
』
な
ど
が
あ
る
︒

（
28
）   『
東
方
学
報 

京
都
』
第
七
冊
（
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
、
一
九
三
六
年
十
二
月
）
に
劉
文
典
に
関
す
る
記
事
は
な
い
︒

（
29
）   

静
永
健
「『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
景
印
旧
鈔
本
』
叢
書
出
版
始
末
小
考
」（『
文
學
研
究
』
第
一
一
二
輯
、
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科

学
研
究
院
、
二
〇
一
五
年
、
一
七
~
三
二
頁
）
ほ
か
参
照
︒

（
30
）   

外
務
省
記
録
に
「
舊
鈔
卷
子
本
莊
子
殘
卷
校
勘
記
ハ
︙
︙
漸
ク
本
年
二
月
至
リ
印
刷
ヲ
了
セ
シ
ヲ
以
テ
獻
上
幷
各
方
面
ヘ
寄
贈
セ
リ
唯

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
三
号
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支
那
方
面
ヘ
ハ
満
洲
事
變
竝
上
海
事
變
等
ノ
爲
メ
其
發
送
ヲ
一
時
中
止
ス
ル
ノ
巳
ム
ヲ
得
ザ
ル
ニ
至
リ
シ
事
ハ
頗
ル
遺
憾
ノ
極
ミ
ナ
リ
ト

ス
而
シ
テ
複
製
本
竝
校
勘
記
ハ
先
例
ニ
ヨ
リ
凡
テ
殘
部
ハ
書
肆
ニ
托
シ
テ
廣
ク
販
賣
シ
テ
研
究
者
ノ
參
考
ニ
供
ス
ル
コ
ト
ヽ
セ
リ
」
と
記

す
（
外
務
省
外
交
史
料
館
「
１
.
昭
和
六
年
度
助
成 

金
一
七
〇
八
二
五
円 

分
割
４
、
東
方
文
化
学
院
関
係
雑
件
／
経
費
関
係 

第
三
巻
」

R
ef.B05015905000

）︒
ま
た
『
東
方
学
報 

東
京
』
第
二
号
「
彙
報　

今
年
度
古
書
複
製
事
業
」（
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三

一
年
十
二
月
、
二
九
五
頁
）
に
は
『
荘
子
雑
篇
』
七
巻
を
四
〇
円
、
狩
野
校
勘
記
を
二
円
で
販
売
す
る
旨
の
告
知
も
あ
る
︒

（
31
）  

そ
の
他
、
専
論
に
石
山
裕
慈
「
高
山
寺
本
『
荘
子
』
の
漢
字
音
」（『
弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
〇
七
号
（
弘
前
大
学
教
育
学
部
、

二
〇
一
二
年
三
月
、
七
~
一
四
頁
）
が
あ
る
︒

（
32
）   

吉
川
幸
次
郎
は
、
一
九
三
七
年
十
一
月
の
講
演
で
「
附
加
さ
れ
た
乎
呼
止
點
其
の
他
、
國
語
の
翻
譯
部
分
が
︙
古
い
テ
キ
ス
ト
の
形
な

り
古
い
意
義
な
り
を
證
明
す
る
場
合
も
、
あ
ま
り
多
く
は
な
い
が
有
る
︙
か
か
る
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
日
本
の
支
那
學
者

の
特
權
で
あ
る
、
特
權
で
あ
る
と
共
に
又
義
務
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（「
舊
鈔
本
禮
記
正
義
を
挍
勘
し
て
―
第
九
回
開
所
記
念
日
講

演
」、『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
四
四
四
~
四
四
五
頁
︒
講
演
時
期
は
永
田
知
之
「
京
都
大
學
人
文
科

學
研
究
所
の
前
身
と
中
國
典
籍
日
本
古
寫
本
―
寫
本
の
複
製
を
中
心
に
」、『
敦
煌
寫
本
研
究
年
報
』
第
十
二
号
、
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
中
国
中
世
写
本
研
究
班
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
一
五
六
頁
注
七
〇
に
拠
る
）︒

（
33
）   

王
叔
岷
「
二
七
、
初
到
南
京
」（『
慕
廬
憶
往
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
六
三
~
六
四
頁
参
照
︒

（
34
）   「
戦
時
江
南
図
書
『
掠
奪
説
』
誕
生
の
歴
史
的
背
景
」（
歴
史
学
研
究
会
『
歴
史
学
研
究
』
七
九
〇
号
、
績
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、

二
五
~
三
二
頁
）、
諸
偉
奇
「
訪
劉
文
典
臺
灣
藏
書
」（『
江
淮
文
史
』
二
〇
一
三
年
五
月
期
、
安
徽
省
政
協
文
化
文
史
和
學
習
委
員
會
、
八

一
~
八
四
頁
）、
黄
偉
「
抗
戰
期
間
劉
文
典
被
劫
圖
書
考
述
」（『
北
京
化
工
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
四
年
第
一
期
、
同
年
三

月
、
四
七
~
五
一
頁
）
参
照
︒

　
　
　
　

※
本
研
究
は
、JSPS 

科
研
費JP20K12947

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
︒

劉
文
典
に
よ
る
日
中
学
術
交
流

151


